	基本操作－３８
	ガ ス 検 知 管 の 取 扱 い
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(1)使用目的に合っていること。ヒビ割れ変色ないこと。

  有効期限を過ぎてないこと。
検知管の取扱い方法に従い適正に保管されていること。

(2)ハンドルを押し込んでから検知管の両端を折らずにガス採取器のピストンを一気に引いて保持。 その後固定を外し、ピストンが元の位置に戻ったことを確認する。

　　その後、ガス採取器管シリンダーを空気で３回置換する。

(4)検知管の取付け向きを正しく取付けること。 

(5)試料ガスは加圧されていないこと。加圧されていると測定値が高く出る

(6)ガス吸入量及び保持時間については、測定ガスの種類によって違うので各々の「取扱説明書」を参照すること。
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濃度を読み取る





ガス採取器の洩れチェックを行う





保持時間を放置する





試料ガスを吸入する





検知管を取付ける





検知管の両端を折る





検知管を選択する





ガス採取器





ピストン柄








カッター





検知管取付口





呈色層





検知管








